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（単位：人） 
住宅火災での死者発生率（比較） 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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に
つ
い
て 

京丹後市消防本部ホームページもご覧ください。　http://www.city.kyotango.kyoto.jp/kcfd/ ※既に建っている住宅への住宅用火災警報器の設置義務期限です。新しい建物については既に設置義務があります。 

約1/3減 

　網野町の三津区では、5年

前の台風23号で被害を受け、

三津防災会を立ち上げました。

その防災会が中心となり、地

域内の住宅で必要な警報器を

取りまとめ、一括して購入し、

一個目の警報器は同防災会か

ら無償で配布されました。 

　同防災会の末次隹孝会長は、

「一括購入することにより、

個人で購入するより安く購入

できる。これをきっかけに各

家庭で必要な個数の警報器を

設置してもらい、被害に遭わ

れるかたがなくなればいい。

今後も、自分達でできること

は自分達でする。『自分の身

は自分で守る』をモットーに

三津区の安全を守っていきた

い」と話されていました。 

　今回の取り組みにより約

150 世帯ある中で、90 世帯

に警報器が新たに設置されま

した。 
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ま
た
は
、最
寄
の
消
防
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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詳
し
い
住
宅
用
火
災
警
報
器
の 

　
　
設
置
方
法
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ 

　
現
在
、世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。 

　
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
秋
以

降
に
流
行
し
ま
す
が
、今
年
は
季
節
性
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

重
な
っ
て
流
行
す
る
と
思
わ
れ
、大
変
注

意
が
必
要
で
す
。 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、突
然

の
高
熱
、咳
、の
ど
の
痛
み
、倦
怠（
け
ん
た

い
）感
に
加
え
て
鼻
水
、鼻
づ
ま
り
、頭
痛
な

ど
で
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
季
節
性

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
類
似
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
比
べ
て
、下
痢
や
嘔
吐（
お
う
と
）が
多

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
い
て

は
、で
き
る
限
り
外
出
を
控
え
て
い
た
だ
き
、

人
の
多
い
場
所
に
行
く
の
を
避
け
て
く
だ

さ
い
。
外
出
さ
れ
る
場
合
は
、マ
ス
ク
を
着

用
し
、外
か
ら
帰
っ
て
き
た
後
は
、必
ず
手

洗
い
、う
が
い
を
す
る
こ
と
を
習
慣
付
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
も
し
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
症
状
の
疑

い
が
あ
り
病
院
に
行
か
れ
る
場
合
は
、事
前

に
病
院
に
連
絡
し
て
か
ら
受
診
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
消
防
白
書
に
よ
る
と
、
建
物
火
災
に
よ

る
死
者
の
う
ち
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

数
は
九
〇
・
三
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
最
近
で
は
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
・
百
貨
店

よ
り
も
火
災
件
数
当
た
り
の
死
者
数
が
五

〜
十
倍
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
住
宅
は
最

も
死
者
が
発
生
し
や
す
い
危
険
な
建
物
と

い
え
ま
す
。 

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
時
間
帯
別
に

み
る
と
、
就
寝
時
間
帯
で
あ
る
二
十
二
時

か
ら
翌
朝
六
時
ま
で
の
間
の
死
者
が
四
六
・

五
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
が
六
〇
・
七
㌫
と
圧

倒
的
に
多
く
、
火
災
の
発
生
に
気
づ
か
な

い
た
め
に
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
年
齢
別
で
は
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
の
約
六
割
が
高
齢
者
で
、
こ
の
ま

ま
高
齢
化
社
会
が
進
む
と
、
ま
す
ま
す
死

者
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

                 
　
消
防
庁
に
よ
る
と
、
発
生
し
た
住
宅
火

災
百
件
あ
た
り
の
死
者
発
生
率
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
（
以
下
、
警
報
器
）
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
火
災
で
は
七
・
七

人
で
、
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅

火
災
で
は
二
・
四
人
と
な
っ
て
お
り
、
警

報
器
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
約
三

分
の
一
に
減
少
し
て
い
ま
す
。 

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
、

住
宅
火
災
に
よ
っ
て
約
六
千
人
の
死
者
が

発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、
警
報
器
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
、
そ
の
普
及
率
が
九
〇
%

を
超
え
た
二
〇
〇
二
年
に
は
、
死
者
数
が

三
千
人
と
ほ
ぼ
半
減
し
ま
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
に
お
い
て
も
同
様
の
結
果
が
み
ら
れ
て

お
り
、
警
報
器
が
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲

者
を
減
ら
す
有
効
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
に
お
い
て
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
市
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
集
計
し
た
結
果
、
普
及
率
が
昨
年
の
十
四
・

八
％
か
ら
二
四
・
八
㌫
に
改
善
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
一
〇
〇
㌫
に
は
程
遠
い
数
字
で
す
。 

                

  

　
警
報
器
は
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
た
く
さ
ん

販
売
さ
れ
て
い
る
中
で
、
最
近
で
は
い
ろ

い
ろ
な
機
能
を
持
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
、
一
つ
の
警
報
器
が

火
災
を
感
知
す
る
と
、
設
置
し
て
あ
る
全

て
の
警
報
器
が
無
線
や
有
線
で
連
動
し
、

一
斉
に
火
災
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
こ

の
連
動
タ
イ
プ
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
例

え
ば
、
離
れ
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、

母
屋
の
感
知
器
も
連
動
し
て
火
災
を
知
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
従
来
か
ら
あ
る
警
報
音
や
音
声
タ
イ
プ

だ
け
で
な
く
、
目
や
耳
の
不
自
由
な
か
た

に
は
、
光
や
振
動
で
火
災
を
知
ら
せ
る
タ

イ
プ
。
さ
ら
に
は
、
わ
さ
び
臭
や
ミ
ン
ト

臭
な
ど
の
臭
い
で
知
ら
せ
る
タ
イ
プ
な
ど

も
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
製
品
も
選
択
で
き
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
か
た
に
火
災
の
発
生
を
い
ち

早
く
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

　 

 

　
京
丹
後
市
で
は
、
新
築
住
宅
で
は
平
成

十
八
年
六
月
一
日
か
ら
、
既
存
の
住
宅
に

は
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

警
報
器
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

火
災
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
も
、「
そ
の
う
ち

に
」
と
は
い
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭

に
合
っ
た
警
報
器
を
早
急
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
消
防
署
、
電
気
店
や
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
消
火
器
な
ど
防
災
設
備
を

取
り
扱
っ
て
い
る
販
売
店
な
ど
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

住
宅
火
災
が
一
番
危
険 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
救
世
主 

最
新
の
住
宅
用
火
災
警
報
器 

ご
家
庭
に
合
っ
た
警
報
器
を 

あなたの家こそ必要です 
　　　住宅用火災警報器 
あなたの家こそ必要です 
　　　住宅用火災警報器 

住宅用火災警報器 
の設置期限※まで 
あと 　　　日です 577577
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代表　 ６２－０１１９ 
総務課　総務係　62-8119  
　　　　管理係　62-8129  
予防課  　　　　 62-5119


